
畫
も
澤
山

に
あ

つ
た
が
「
吉
野
山

」
に
感

じ
る
如
き
或

る
物

は
得

て
居
な

い

と
思

つ
た
、

こ
れ
は
理
論
で

な
く
感
想

で
あ

る
。

　

私

は
肖

然
を
分
類

し

て
「
油
畫

の
自

然

」「
水
彩
畫

の
自
然

」
と
區

別
す

る

事
の
愚
で

あ

る
事
は
知

つ
て
居

る
が
、
又

一
方

か
ら
思
考
す

る
と
、
繪
畫

の
材
料

の
適
用

に
よ

つ
て
各
相
異

し
た
感

じ
を
得

る
事

が

出

來

る
と
思

ふ
、
石
井
君

も
塲

所

の
相

異

に
よ

つ
て
材
料

を
撰

ば

ね
ば

な
ら
ぬ
と
主
張

さ

れ
た

や
う
だ
が
、
石
井
君

の
は
多
く
形
態

に
就

て
で

あ
る
と
思

ふ
が
、

私
は
感

じ
に
於

て
材

料

を
撰

び
た

い
と
思

ふ
、
こ

れ

は
今
感

じ
た

の
で

は

な
く
可
成

古

し
か
ら
思

つ
て
居

る
の
で

あ

る
。

　

例

へ
ば

日
本
畫

に
適

當
で

な

い
空
氣

や
光
線

の
描
寫

は

日
本
繪

具

の
範

圍
で
な

い
と
云

ふ
の
で

あ

る
、
私
は
前
述

の
や
う
な
思
想

か
ら
、
水
彩

の

材

料

は
概

し

て
靜

な
自
然

の
現
象

に
適

し

て
居

る
と
思

ふ
。
そ

し
て
小

面

積

に
無

限

の
情

趣
を
湛

へ
得

る
事

に
他

の
材
料

の
企

て
及
ば
な

い
水
彩
畫

の
顔
料

の
誇

り
が
あ

る
と
思

ふ
、

キ
ラ
キ
ラ
煌

く
光
線

の
描
寫

や
活

動

し

た
自
然

は
、
例
外

も
あ
ろ
う
が
概

し

て
不
適
當
だ

と
云

ひ
た

い
の
で
あ

る
。

こ
れ
は
又
材

料
問
題

と
は
別
で

あ

る
が
、
毎

年
公

私

の
展
覽

會

が
開
催

せ

ら

れ
る
ご
と

に
、
批

評
家

の
間

に
水
彩
畫

の
技

巧
問
題

が
持

上
る
樣

で
あ

る
、
然

し
私

は
要
す

る

に
枝

葉

の
問
題
で
あ

ろ
う
と
思

ふ
、
油
畫

の
技

巧

に
無

制
限
で

あ
る
如
く
水
彩
畫

も

又
自
由
で

あ

る
と

云
ひ
た

い
、
點
體

描

寫
で

あ
ろ
う

と
、
山

本
君

の
所
謂

重
染

法
描
寫

を
用

ひ
樣

と
、

ナ
メ
た
樣

な
描

き
法
を

し
よ
う
と
自
由
で

あ

る
と
思

ふ
、
要

す
る

に
第

三
者

の
干
渉

す

可
き
限

り
で

は
な

い
、
作
者

の
目
的
さ

ゑ
完

全

に
表
現

さ
れ
れ

ば

い
ゝ

の
で

あ

る
。

　
以
上

は
私
が
文
部
省

の
水
彩
畫
室

に
於

て
感

じ
た
事

を
、
何

の
統

一
も

な
く
述

べ
た
迄
で

、
理
屈
と
し

て
は
困

る
が
感

想
と

し
て
一
讀

の
榮

を
得

た

い
の
で
あ

る
。
(四
十
三
年
十
月
十
五
日
)

　
　
　
　
　

ワ
ッ
ツ
論

の
註

マ
ネ
ー

(
Ｅ
．
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
．

)
は

十
九

世
紀

後
半
、
佛
國

の
畫

伯

に
し
て
、
所

謂

印
象
派

の
先
祖

な

り
。

ボ

イ

ツ
ス
ラ
ー
(
Ｗ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
．

)
米
國

に
生

れ
た

る
十
九

世
紀

後
半

の
歯

家

に
し
て
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
 
o
f
 
Ｂ
r
i
t
i
s
h
 
Ａ
r
t
i
s
t
s
　

の
總
裁

に
擧

ら

る
。

サ

ー
ヂ
ュ

ン
ト

(
Ｓ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
．

)
十
九
世
紀

中
頃
伊
太
利

に
生

る
、
有
名

な

る
肖

像

風
俗
畫

家

に
し

て
、

ロ
ー

ヤ
ル
ア
ガ
デ

ミ
ー

會

員
。

ミレ
ー

ス

(
Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｉ
ｓ

)

は

同
時

代
英
國

風
景

風
俗
畫

家

の
猶
な

る
も

の
、
一
八
四
八
年

ポ

ル

マ
ン
、
ハ
ン
ト

ロ
セ

ツ
チ
等

と
共

に
所
謂
ラ
フ
ア

エ
ル
前

派
を
創

め
た
り
、
後
ロ
ー

ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
總

裁

に
擧

ら

る
。

レ
イ
ト

ン

(
Ｌ
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｏ
ｎ
．
）

同
時

代
、
英
國
歴
史
畫

家

の
大
立
物

一
八

七
八
、

ロ
ー
ヤ

ル
、
ア
カ
デ

ミ
ー
總

裁

と
な
る
。
(
幸
雄

)
　

　

　

　
　


